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 [基本目標]

区民全般

昭和

年度

事業区分

審査、認定、指導

平成２８年度　事務事業評価シート

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律根拠法令等

目的達成度 3

効率性

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
443

ねずみ・衛生害虫の発生状況を把握するとともに、区民、寺院等への防除方法の指導により感染症等の発生を防止する。

10,034

0

402

区立公園、谷中霊園、区道雨水ます等での蚊などの衛生害虫の発生状況調
査、防除作業等

一部委託

蚊媒介感染症を予防するための蚊防除対策の強化及びねずみ・衛生害虫の防除を以下のとおり行う。
（１）区立公園及び周辺雨水ます、谷中霊園、区道雨水ます等での蚊の発生源（幼虫）対策
（２）寺院等への蚊の発生防止対策
（３）蚊の生息状況調査
（４）区民への情報提供
（５）ねずみ・衛生害虫の相談受付と防除方法の指導

補助金の有無

事業対象

事務事業名 ねずみ・衛生害虫防除
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[事業開始]

法令（義務） 〔法令等名〕

 [施　　策] [終了予定]

 [小　　柱]

12,813

2,354

0

10,033

2,500

12,586

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

財源項目

(単位：千円)

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

20,120

22,620

0

11,702

0

10,400

感染症発生時の薬剤散布を除いて、平常時には、薬剤を散布する成虫対策ではなく、蚊の発生状況調査に基づく環
境対策や昆虫成長制御剤投入等を中心とした幼虫対策を強化した。

0

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

デング熱を始め、今後も流行が懸念されるジカウイルス感染症（ジカ熱）やウエストナイルウイ
ルス等の蚊媒介感染症や衛生害虫が媒介する感染症の発生に備えるため、平常時の発生状
況調査及び防除対策を行うとともに薬剤の備蓄を進めていく必要がある。
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価
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評価 評価の理由

蚊媒介感染症やねずみ・衛生害虫による感染症の予防に努めるために、平常時より啓発や発生状況等の調
査及び環境対策を中心とした防除対策が必要である。また、感染症発生時等の緊急の際に使用する薬剤を
選定し備蓄する必要がある。

維持

評
価
結
果

衛生害虫の発生防止効果の評価は困難であるが、実地調査件数等活動指標を計画通りに実施することで、
感染症等の発生防止につなげている。

3 衛生害虫の発生状況調査には専門性が求められるため、専門業者への委託が適当である。また、緊急時へ
の対応として一定の薬剤の備蓄も必要である。

4必要性

今後の方向性
拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

２６年度 ２７年度

6,012

6,011

成果指標

6,817　人にかかるコスト（人件費など）

発生状況調査の結果を踏まえた効率的な衛生害虫防除を実施している。また、衛生害虫の発生調査及び薬
剤の備蓄には東京都の補助金を利用している。

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 9,348

0

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

420

57,000 3,000雨水ます調査・薬剤投入件数

4,885

種　別 指標の名称 (単位)
（３０年度）

２５年度

　決算額　　(単位：千円) 4,884


